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側転導とは、注意が他の刺激によって他の方向に向けられること、すなわち、注意の
焦点の転換をさす0
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第2図 Park = Mittalの情報反応モデル
4 / ~~ ＂~ 
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(5~ 彼らは、このそデノレをanintegrated hierarcy-of-communication-effects modelと呼ん
でいる。 Ibid,p.221 
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